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浅原園長ごあいさつ

9 月 10 日にお父さんのための学習会を開催しました。当日はあおぞら園、きらきらに在籍しているお子様のお

父さま 17 名に参加をしていただきました。

前半部分は講義を行い、浅原園長より「『療育』って何？お父さまに知ってほしいこと」、大向より「お家でで

きる　お子さまとの遊び」というお話をさせていただきました。後半は、あおぞら園を卒園したお子さまのお父

さまをお招きし、座談会を行いました。座談会では、日頃子育てをしながら感

じていること、お子さまとの関りで悩まれていることなどをお話ししていただ

きました。普段、お父さま同士で交流する機会の少ない中で、他の方のお話を

聞いていただくとても貴重な時間となりました。参加していただいた方からは、

また参加したい、他のお父さまの話を聞けて良かったなどのご意見をいただき

ました。今後も、お父さまや、お母さま、きょうだいの方々など様々な方が参

加していただける機会を設け、ご家族の支えやお子さまの成長へと繋がるよう

な機会を設けていきたいと思います。（大向）

遠く澄んだ空と心地よい風、秋の訪れを感じる 9 月 17 日（土）に 4 月から新

たに明石市から指定管理の委託を受けたゆりかご園と合同で「あおぞら・ゆり

かごセミナー」を開催いたしました。

　初めに新しくなったゆりかご園をご紹介させていただき、そしてアトリエコー

ナス代表理事の白岩先生に「アトリエコーナスの軌跡と奇跡」と題したお話を

していただきました。

白岩先生からは、コーナスさんのこと、日常の様子やアート活動についてお話しをしていただきました。そ

のお話を通して感じたことは、固定された概念を捨てて色とりどりに自分を生きる、何も見返りがないことを

只々やってみる、そこから生まれる何かを信じて待つ、どんな時にも相手に YES を出し続ける、そしてそれぞ

れのペースで進んでいいのだ、こんな当たり前のことを忘れていたことに気付かされました。そして、いくつ

か言葉のギフトを受け取りました。

質疑応答の時間では、率直な意見や疑問、療育者としての思い、障がいのあ

る子を持つ家族とその現実についての話しにゆっくりと丁寧に答えてくださる

白岩先生、まるで座談会のような温かい空間と時間でした。セミナー後、ロビー

には白岩先生を囲んで座談会の続きをしている人たちや、川原諭さんのグラ

フィックレコーディングの作品で講演を振り返っている人、皆さんそれぞれで

セミナーの余韻を味わってくださっていました。

セミナーに参加された方からは「制限や制約の考え方を取りはらうことで可能性は大きく

広がって行くことを感じさせられた」「子どもの未来の可能性を信じて人として、尊重す

る大切さを学びました」「ぜひ、また白岩先生の講演に参加したい」といった声が数多く

寄せられました。

　子どものことも自分のこともあきらめることなく、可能性を信じて YES を出しつづければ今日より明日が豊

かに満たされた人生になるのではないでしょうか。白岩先生からのギフトを、ゆっくりと考え今後の生活にも

生かしていきたいと思います。（福島）

9 月 16 日（金）に明石市こども育成室の運営担当の河島様をお招きして、就園説明会を行いました。担当職

員として毎年参加させていただいていますが、毎年のように明石の公立幼稚園は変わっています。今回も個別

通級指導のつくしの部屋がある園が２園増えていたり、来年度から幼稚園型認定こども園に変わる園があるとい

うお話がありました。預かり保育も増えており、改めていろいろなニーズがあるのだと感じました。

明石市内には 27 の幼稚園と幼保連携型認定こども園が１つあります

（令和 4 年度現在）。規模も異なれば、対応できることも異なります。あ

おぞら園・きらきらのお子さまは明石市内から通われているため、就園

先も異なります。それぞれの地域の幼稚園がどのような園なのか、直接

問い合わせたり、実際に見学に行き、知ることが大切だと感じました。

職員としても幼稚園やこども育成室、関係機関との連携を大切にし、進

路選択や就園のお手伝いをさせていただきたいと思いました。（泉川）

9 月にアトリエコーナス代表の白岩先生をお招きして「あおぞら・ゆりかごセミナー」を開催しました。白岩

先生は、「ひとり一人が自己を自由に表現するアート活動を始めよう！」と、就労施設でやっていた内職仕事を

やめてアート活動を始められました。アート活動を中心に、一人ひとりを自由にする、一人ひとりが尊重され

る場づくりを目指されました。そして、描ける場、質のいい画材、たっぷりの時間を準備して、支援者が「イエス」

を出し続けることを大切にされました。段々とみなさんに笑顔が増え、メンバーが自分の世界に没頭し、これ

までと違う未来につながる何かを実感されたそうです。このような、メンバーやスタッフの変化が、この活動

を支え続けているのだと感じました。

あおぞら園での私は、毎日の子どもの様子や、興味の方向、その子が

できること、できそうになってきたことなどを観察しながら、ちょこちょ

こっと子どもたちを刺激してみて、「あ～　ごめん、ごめん」「これは、

嫌やったね」とか、「できるんやね～」「すごい！」と心の中で思いながら、

その子の「次の段階」を探さがしています。そして、月に１回のクラスミー

ティング（1 クラス 10 人が 3 クラス）で、クラスの職員さんたちといっしょ

に子どもたち一人ひとりのアセスメントをしています。それから、子ど

もたちの育ちについて相談したり、問題があれば、それについて手立て

を考えたりしています。月に１回のクラスミーティングとは別に、指導方法の研修や普段クラスであまり問題

視されていない子どもの発達についての事例検討などもしています。私たちは子どもたちとのお付き合いのな

かで、いつも、子どもたちの今と将来を考えています。「今、なにをするべきか」「今も将来も、楽しく過ごす

ためには、どうしたらいいのか」、そんなことを毎日考えながらお仕事をしていると、子どもたちのことが愛お

しくて、ほんとうはずっと抱きしめていたいのを、子どもたちの成長、発達のために我慢している自分に気づ

くことが、しょっちゅうです。でも、「この場面なら」と子どもの活動に邪魔にならないところでは、お膝に乗っ

てきたら、いっしょに絵本を見たり、抱っこしたままおもちゃで遊んだりしています。　子どもも、おとなも、

人の可能性は無限だと思います。白岩先生のお話をお聞きして、まだ私たちが知らない子どもたちの可能性に

出会いたいと思いました。そして、私たちも子どもたちもお互いに可能性を引き出し合いたいと思います。

子どもたちに YES を出しつづける！ ～あおぞら・ゆりかごセミナーのご報告～

あおぞら園きらきら就園説明会！ ～お子さまの次のステージに向けて～

お父さんのための学習会♪ ～お父さま同士の交流の機会を～

～あおぞら・ゆりかごセミナーのご報告～

撮影の為にマスクを外してい
る場合がありますが感染症対
策を徹底して行っています。

グラフィックレコーディングを
担当していただいた川原さん（手前）

就園説明会の様子

あおぞら園保護者 OB の池尻さん（右）
にもご参加していただきました

お子さまに個別支援を行う浅原園長

白岩高子先生

子午線ホール


